ブラックデー～恋人がいない若者必見！～

「恋人がいる人はバレンタインデーもホワイトデーも楽しそうでいいな、でも自分は縁遠いなあ」そんな風に考えるひとは多いのではないでしょうか。でもあきらめないでください。恋人がいない人だからこそ楽しめるイベントが４月１４日に開催されます。

今回ガクセイ基地は
「ブラックデー」というイベントを企画した立教大学　経済学部　須永ゼミ4年の
長塚さんと森さんにお話を伺いました。

そもそもブラックデーと何なのでしょうか？インターネットで調べたところによると
ブラックデーとは１９９０年代前半に韓国で自然に発生した変わった記念日だそうです。当日は恋人を持たない人が４月１４日に黒い服を着用し、コーヒーやチャンジョンミョンという名前の麺など、見た目が黒い飲食物を食べるイベントです。韓国ドラマでもヒロインが「今年もまたチャンジョンミョンを食べることになりそう。」というセリフをつぶやくことが時々あります。これは今年も彼氏ができなさそうという暗喩なんですね。残念ながら日本ではブラックデーはほとんど知られていませんし、これまで個人としての小規模なイベントしか開催されてきませんでした。今回お二人の所属する須永ゼミが開催するイベントが日本で初めての「ブラックデー」の大規模なイベントになります。

まず初めに須永ゼミでは普段マーケティングについて勉強しているそうです。ゼミ生は総勢１５人ほどいらっしゃいますが、学年ごとに活動し、１年間、須永教授のおのおのが最初に決めたテーマにそって自由に活動するそうです。４年生は３人のみだったそうですが、力を合わせて、この１年間「ブラックデー」のイベントの開催に向けて努力を重ねてきたそうです。

[bookmark: _GoBack]お二人は昨年４月から何のイベントを選択するか、また根付かせる条件とは何かを海外や国内の、あまり一般的に知られていないイベントを沢山調べてどんな調査したそうです。その中で着目したイベントは「サマークリスマス」というものです。それは１９７４年にTBSに勤めていた、林美雄アナウンサーが日本の夏にもクリスマスのような大きなイベントをやろうと考え、企画したものです。林美雄の誕生日が８月２５日ということもあり、TBSが当時イベントを開催したそうですがなかなかうまくいきませんでした。なぜならその日ならでは楽しみ方がうまく作れなかったことが原因だそうです。「クリスマスサマー」は日付的に微妙だからです。11月11日の「ポッキーの日」や中国の「独身の日」のようにきちんとした理由があったほうが人間の心理としてとっつきやすいからです。誕生日だと、その有名人のファン以外はあまり関心を持ってくれない上にターゲット層としてあまり多くもありません。そういった点を踏まえてお二人は具体的にその日ならではな体験ができ、なおかつ人々の記憶に残りやすい日付にあたる、「ブラックデー」を選択したそうです。
確かにマイナビの大学生を対象にした恋人調査アンケートによると。以外にも恋人がいる学生の割合は３人に１人と少なく、恋人がいない学生のほうが断然多いです。友達や趣味で充実している人が多いということですね。そして、もしブラックーが広まり、個人の消費が増え、バレンタインデー並みの市場規模になったら、よりよくなりますね。

当日、参加者は夜チケットを持って、指定された4つのお店をおのおの自由にめぐってもらいます。途中参加も帰宅ももちろん大丈夫です。４店舗とも貸し切りです。

個人経営の4店舗と協力して、その日、参加者のみ限定の特別メニューそれぞれ準備しています。初めはコーラやイカ墨パスタといった簡単な食べ物を計画していたそうですが、そのお店の経営者と相談する際、「ブラックデー」に深い共感を示し、素晴らしいメニューを考案してくださったそうです。メニューはすべて黒色に関連されていて、見た目が黒ビールやや黒毛和牛を使った料理もあり、黒色に関係した品々でその日だけの特別感を堪能ことができます。

一人で参加申し込みをする人ももちろんですが、友達同士で応募する人も多いそうで、5人で申し込んだグループもいました。友達とわいわいにぎやかに楽しむのも良いですね。本場の「ブラックデー」は参加者同士が恋人がいないことをお互いに慰めあうというイベントです。少々ネガティブに思われると思いますが、もちろん友達とわいわいして楽しもうとしたり、恋人を作るきっかけにしたりとどんな理由で参加しても大丈夫です。ちなみに、服装は全身黒コーデではなく、小物だけ黒色のものを取り入れた服装でも参加は可能です。
しかし、年に1回のせっかくの記念日ですので、全身黒い服装で参加したほうがハロウィンの仮装のようにおもしろいと思います。
なお、お２人は現在4年生ですが、来年学校を卒業した後も、もう「ブラックデー」の普及活動は続けるそうです。今後の目標はブラックデーを広め、次第に恵比寿以外にも六本木や原宿でも「ブラックデー」を祝うイベントを自然に増やし、大勢の人に認知され、ゆくゆくはクリスマスやバレンタイン並に浸透させたいそうです。


もし４月１４日の夜に時間がとれるなら、ブラックデーに参加してみませんか？


イベントの詳細
４．１４日曜日
18：００～22：30
恵比寿一丁目　チケット料金　3,300円　チケットは事前申し込みが必須ですs。
200人参加予定で20代が対象、学生歓迎
